
一

第
百

十

五
号
議
案
　
東
京
都
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
ま
ん
延
の
影
響
を
受
け
た
者
の
権
利
利

益
の
保
全
等
を
図
る
た
め
の
特
別
措
置
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

第
百
十
五
号
議
案

東
京
都
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
ま
ん
延
の
影
響
を
受
け
た
者
の
権
利
利
益
の
保
全
等
を
図
る
た
め
の
特
別
措
置

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

右
の
議
案
を
提
出
す
る
。

　
　

令
和
二
年
五
月
二
十
七
日

�

提
出
者　
　

東
京
都
知
事　
　

小　
　

池　
　

百　
　

合　
　

子　
　
　
　
　

東
京
都
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
ま
ん
延
の
影
響
を
受
け
た
者
の
権
利
利
益
の
保
全
等
を
図
る
た
め
の
特
別
措
置

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

東
京
都
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
ま
ん
延
の
影
響
を
受
け
た
者
の
権
利
利
益
の
保
全
等
を
図
る
た
め
の
特
別
措
置
に
関
す
る
条

例
（
令
和
二
年
東
京
都
条
例
第
五
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

題
名
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

　
　
　

東
京
都
特
定
非
常
災
害
の
被
害
者
の
権
利
利
益
の
保
全
等
を
図
る
た
め
の
特
別
措
置
に
関
す
る
条
例

　

第
一
条
中
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
（
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
特
別
措
置
法
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
三
十
一
号
）
附
則
第
一
条

の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
ま
ん
延
の
影
響
を
受
け
た
者
」
を
「
東
京
都
特
定
非
常
災
害
の
被
害
者
」
に
、
「
行
政

上
の
権
利
利
益
」
を
「
東
京
都
特
定
非
常
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
お
け
る
行
政
上
の
権
利
利
益
」
に
改
め
る
。

　

第
三
条
第
一
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

　
　

東
京
都
特
定
非
常
災
害
発
生
日
以
後
に
条
例
等
に
規
定
さ
れ
て
い
る
履
行
期
限
が
到
来
す
る
義
務
（
以
下
「
特
定
義
務
」
と
い
う
。
）
で
あ
っ

て
、
東
京
都
特
定
非
常
災
害
に
よ
り
当
該
履
行
期
限
が
到
来
す
る
ま
で
に
履
行
さ
れ
な
か
っ
た
も
の
に
つ
い
て
、
そ
の
不
履
行
に
係
る
行
政
上
及

び
刑
事
上
の
責
任
（
過
料
に
係
る
も
の
を
含
む
。
以
下
単
に
「
責
任
」
と
い
う
。
）
が
問
わ
れ
る
こ
と
を
猶
予
す
る
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
規
則

で
、
東
京
都
特
定
非
常
災
害
発
生
日
か
ら
起
算
し
て
四
月
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
特
定
義
務
の
不
履
行
に
つ
い
て
の
免
責
に
係
る
期
限
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二

（
以
下
「
免
責
期
限
」
と
い
う
。
）
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

第
三
条
第
三
項
中
「
前
二
項
」
を
「
前
三
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
四
項
と
し
、
同
条
第
二
項
中
「
前
項
」
を
「
免
責
期
限
が
定
め
ら
れ
た

後
、
前
二
項
」
に
、
「
令
和
二
年
八
月
一
日
」
を
「
免
責
期
限
が
到
来
す
る
日
の
翌
日
」
に
、
「
都
規
則
等
」
を
「
規
則
」
に
、
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
ま
ん
延
」
を
「
東
京
都
特
定
非
常
災
害
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、
同
条
第
一
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２　

免
責
期
限
が
定
め
ら
れ
た
場
合
に
お
い
て
、
免
責
期
限
が
到
来
す
る
日
の
前
日
ま
で
に
履
行
期
限
が
到
来
す
る
特
定
義
務
が
免
責
期
限
が
到
来

す
る
日
ま
で
に
履
行
さ
れ
た
と
き
は
、
当
該
特
定
義
務
が
東
京
都
特
定
非
常
災
害
に
よ
り
履
行
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
責
任
は
問
わ
れ

な
い
も
の
と
す
る
。　

　

第
三
条
を
第
四
条
と
す
る
。

　

第
二
条
第
一
項
中
「
若
し
く
は
都
規
則
等
（
東
京
都
規
則
」
を
「
、
規
則
」
に
、
「
及
び
地
方
公
営
企
業
法
」
を
「
、
地
方
公
営
企
業
法
」
に
改

め
、
「
を
い
う
。
第
四
項
及
び
次
条
第
二
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
を
削
り
、
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
ま
ん
延
の
影
響
を
受
け
た
者
」

を
「
東
京
都
特
定
非
常
災
害
の
被
害
者
」
に
、
「
令
和
二
年
九
月
三
十
日
」
を
「
東
京
都
特
定
非
常
災
害
発
生
日
か
ら
起
算
し
て
六
月
を
超
え
な
い

範
囲
内
に
お
い
て
規
則
で
定
め
る
日
（
以
下
「
延
長
期
日
」
と
い
う
。
）
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
中
「
令
和
二
年
四
月
七
日
」
及
び
「
同
日
」
を

「
東
京
都
特
定
非
常
災
害
発
生
日
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
令
和
二
年
四
月
七
日
」
を
「
東
京
都
特
定
非
常
災
害
発
生
日
」
に
改
め
、
同
条
第

三
項
中
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
ま
ん
延
の
影
響
を
受
け
た
者
」
を
「
東
京
都
特
定
非
常
災
害
の
被
害
者
」
に
、
「
令
和
二
年
九
月
三
十

日
」
を
「
延
長
期
日
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
第
一
項
又
は
前
項
の
規
定
」
を
「
延
長
期
日
が
定
め
ら
れ
た
後
、
第
一
項
又
は
前
項
の
規
定
」

に
、
「
令
和
二
年
十
月
一
日
」
を
「
延
長
期
日
の
翌
日
」
に
、
「
都
の
機
関
の
長
」
を
「
第
一
項
の
都
の
機
関
の
長
」
に
、
「
第
一
項
又
は
前
項
の

例
」
を
「
同
項
又
は
前
項
の
例
」
に
、
「
都
規
則
等
」
を
「
規
則
」
に
改
め
、
同
条
を
第
三
条
と
す
る
。

　

第
一
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
東
京
都
特
定
非
常
災
害
及
び
こ
れ
に
対
し
適
用
す
べ
き
措
置
の
指
定
）

第
二
条　

著
し
く
異
常
か
つ
激
甚
な
非
常
災
害
で
あ
っ
て
、
当
該
非
常
災
害
の
被
害
者
の
行
政
上
の
権
利
利
益
の
保
全
等
を
図
る
た
め
の
措
置
を
講

ず
る
こ
と
が
特
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る
も
の
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
当
該
非
常
災
害
を
東
京
都
特
定
非
常
災
害
と
し
て
東
京
都
規
則
（
以
下



三

第
百

十

五
号
議
案
　
東
京
都
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
ま
ん
延
の
影
響
を
受
け
た
者
の
権
利
利

益
の
保
全
等
を
図
る
た
め
の
特
別
措
置
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

「
規
則
」
と
い
う
。
）
で
指
定
す
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
規
則
に
は
、
当
該
東
京
都
特
定
非
常
災
害
が
発
生
し
た
日
を
東

京
都
特
定
非
常
災
害
発
生
日
と
し
て
定
め
る
も
の
と
す
る
。

２　

前
項
の
規
則
に
お
い
て
は
、
次
条
以
下
に
定
め
る
措
置
の
う
ち
当
該
東
京
都
特
定
非
常
災
害
に
対
し
適
用
す
べ
き
措
置
を
指
定
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
当
該
指
定
の
後
、
新
た
に
そ
の
余
の
措
置
を
適
用
す
る
必
要
が
生
じ
た
と
き
は
、
当
該
措
置
を
規
則
で
追
加
し
て
指
定
す
る
も
の
と
す

る
。

　

本
則
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
の
ま
ん
延
の
影
響
を
受
け
た
者
の
権
利
利
益
の
保
全
等
）

第
五
条　

前
三
条
の
規
定
は
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
特
別
措
置
法
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
三
十
一
号
）
第
三
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す

る
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
緊
急
事
態
（
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
が
全
国
的
か
つ
急
速
に
ま
ん
延
し
、
国
民
生
活
及
び
国
民
経
済
に
甚
大
な
影

響
を
及
ぼ
し
て
い
る
場
合
に
限
る
。
）
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
二
条
の
見
出
し
中
「
東
京
都
特
定
非
常
災
害
」
と
あ
る

の
は
「
東
京
都
特
定
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
緊
急
事
態
」
と
、
同
条
第
一
項
中
「
非
常
災
害
の
被
害
者
」
と
あ
る
の
は
「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
等
の
ま
ん
延
の
影
響
を
受
け
た
者
」
と
、
「
東
京
都
特
定
非
常
災
害
と
し
て
」
と
あ
る
の
は
「
東
京
都
特
定
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
緊
急
事

態
と
し
て
」
と
、
「
東
京
都
特
定
非
常
災
害
が
」
と
あ
る
の
は
「
東
京
都
特
定
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
緊
急
事
態
が
」
と
、
「
東
京
都
特
定
非

常
災
害
発
生
日
」
と
あ
る
の
は
「
東
京
都
特
定
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
緊
急
事
態
発
生
日
」
と
、
同
条
第
二
項
中
「
東
京
都
特
定
非
常
災
害
」

と
あ
る
の
は
「
東
京
都
特
定
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
緊
急
事
態
」
と
、
第
三
条
第
一
項
中
「
東
京
都
特
定
非
常
災
害
の
被
害
者
」
と
あ
る
の
は

「
東
京
都
特
定
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
緊
急
事
態
に
お
け
る
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
の
ま
ん
延
の
影
響
を
受
け
た
者
」
と
、
「
東
京
都
特
定

非
常
災
害
発
生
日
」
と
あ
る
の
は
「
東
京
都
特
定
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
緊
急
事
態
発
生
日
」
と
、
同
条
第
三
項
中
「
東
京
都
特
定
非
常
災
害

の
被
害
者
」
と
あ
る
の
は
「
東
京
都
特
定
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
緊
急
事
態
に
お
け
る
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
の
ま
ん
延
の
影
響
を
受
け
た

者
」
と
、
第
四
条
第
一
項
中
「
東
京
都
特
定
非
常
災
害
発
生
日
」
と
あ
る
の
は
「
東
京
都
特
定
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
緊
急
事
態
発
生
日
」

と
、
同
項
か
ら
同
条
第
三
項
ま
で
の
規
定
中
「
東
京
都
特
定
非
常
災
害
に
」
と
あ
る
の
は
「
東
京
都
特
定
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
緊
急
事
態

に
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。



四

　

附
則
を
附
則
第
一
項
と
し
、
同
項
に
見
出
し
と
し
て
「
（
施
行
期
日
）
」
を
付
し
、
附
則
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す
る
特
例
）

２　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
（
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
特
別
措
置
法
附
則
第
一
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
も
の
を
い
う
。
）
に
つ

い
て
は
、
同
項
の
政
令
で
定
め
る
日
ま
で
の
間
は
、
同
法
第
二
条
第
一
号
に
規
定
す
る
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
と
み
な
し
て
、
こ
の
条
例
の
規

定
を
適
用
す
る
。

　
　
　

附　

則

１　

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２　

こ
の
条
例
に
よ
る
改
正
前
の
東
京
都
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
ま
ん
延
の
影
響
を
受
け
た
者
の
権
利
利
益
の
保
全
等
を
図
る

た
め
の
特
別
措
置
に
関
す
る
条
例
（
以
下
「
改
正
前
の
条
例
」
と
い
う
。
）
第
二
条
及
び
第
三
条
の
規
定
並
び
に
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
り
し
た
処

分
、
手
続
そ
の
他
の
行
為
は
、
改
正
前
の
条
例
の
施
行
の
際
現
に
発
生
し
て
い
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
（
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対

策
特
別
措
置
法
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
三
十
一
号
）
附
則
第
一
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
も
の
を
い
う
。
）
の
ま
ん
延
に
つ
い
て
、
な
お
効

力
を
有
す
る
。

（
提
案
理
由
）

　

東
京
都
特
定
非
常
災
害
の
被
害
者
等
の
権
利
利
益
の
保
全
等
を
図
る
た
め
、
所
要
の
改
正
を
行
う
必
要
が
あ
る
。


